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院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
一
九
九
九
年
に
キ
ル
ギ
ス
で
起
き
た
日
本
人
誘
拐
事
件
の
際
に
支
払
わ
れ
た
と
さ
れ
る
身
代
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す
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政
府
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見
解
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
一
九
九
九
年
に
キ
ル
ギ
ス
で
起
き
た
日
本
人
誘
拐
事
件
の
際
に
支
払
わ
れ
た
と
さ
れ
る

身
代
金
を
否
定
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

二
千
五
年
二
月
に
キ
ル
ギ
ス
で
実
施
さ
れ
た
議
会
選
挙
の
結
果
に
不
満
を
有
す
る
野
党
勢
力
の
反
政
府
行
動
が
拡
大
し
、

同
国
の
大
統
領
府
等
が
占
拠
さ
れ
る
に
至
り
、
同
年
三
月
、
ア
カ
エ
フ
前
キ
ル
ギ
ス
大
統
領
は
、
国
外
に
脱
出
し
、
大
統
領

職
を
退
い
た
。
こ
の
事
態
の
背
景
と
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
経
済
低
迷
に
伴
う
貧
困
の
拡
大
や
同
前
大
統
領
の
親
族
に
よ
る
権
益

独
占
へ
の
国
民
の
不
満
が
あ
っ
た
と
当
時
報
道
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
キ
ル
ギ
ス
国
内
に
お
け
る
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
態
の
悪
化
を
回
避
す
る
た
め
、
平
和
的
収
拾
に
向

け
た
努
力
を
大
統
領
に
直
接
求
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
角
崎
利
夫
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
当

時
）
（
以
下
「
角
崎
大
使
」
と
い
う
。
）
が
ア
カ
エ
フ
大
統
領
（
当
時
）
と
面
会
し
、
会
談
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
会
談
に
お
い
て
、
角
崎
大
使
よ
り
、
（
一
）
我
が
国
と
し
て
は
、
現
在
の
混
乱
し
た
事
態
を
憂
慮
し
、
そ
の
推

一



移
を
注
視
し
て
い
る
こ
と
、
（
二
）
今
回
の
事
態
が
、
あ
く
ま
で
も
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
、
ア
カ
エ

フ
大
統
領
（
当
時
）
と
し
て
も
事
態
の
平
和
的
な
収
拾
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
（
三
）
す
べ
て
の

当
事
者
が
自
制
し
、
平
和
的
な
方
法
で
、
安
定
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
同
大
統
領
（
当
時
）
よ
り
、
実
力
の
行
使
に
よ
る
解
決
は
考
え
て
お
ら
ず
、
流
血
の
事
態
を
避
け
る
の
が
自
分
の
意
思
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

ア
カ
エ
フ
前
大
統
領
の
疑
惑
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
政
府
と
し
て

身
代
金
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
御
指
摘
の
「
ア
カ
エ
フ
発
言
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
国
家
元
首
の
地
位
に
あ

っ
た
者
と
し
て
、
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
と
し
て
身
代
金
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
こ
と
か
ら
、
特
段
の
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

八
に
つ
い
て

二



我
が
国
は
、
社
会
主
義
体
制
か
ら
の
移
行
期
の
改
革
に
努
め
る
キ
ル
ギ
ス
に
対
し
、
市
場
経
済
の
導
入
、
医
療
、
経
済
イ

ン
フ
ラ
分
野
等
に
お
い
て
、
主
と
し
て
政
府
開
発
援
助
に
よ
る
協
力
を
実
施
し
て
き
た
。

九
及
び
十
に
つ
い
て

在
キ
ル
ギ
ス
日
本
国
大
使
館
が
御
指
摘
の
「
証
言
」
の
議
事
録
の
提
供
を
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
議
会
に
要
請
し
た
の
は
平
成

二
十
年
二
月
一
日
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
提
供
を
受
け
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

十
一
及
び
十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
笠
井
達
彦
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
駐
箚
臨
時
代
理
大
使
が
マ
ド
マ
ロ
フ
・
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
議
会
議
長

及
び
イ
ブ
ラ
イ
モ
フ
同
国
外
務
省
次
官
に
対
し
、
御
指
摘
の
「
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
同
国
側
も
こ
れ
と
同
様
の
認
識
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

十
三
か
ら
十
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年

三
月
四
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
一
〇
号
）
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
理
由
に
よ
り
、
御
指
摘
の
今
井
正
大
臣
官

房
領
事
移
住
部
長
（
当
時
）
に
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

三



十
六
か
ら
十
八
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
外
務
省
と
し
て
は
、
外
交
活
動
及
び
外
交
活
動
に
つ
い
て
の
国
民
に
対
す
る
説

明
に
お
い
て
、
誠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

四


